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櫻井校長
の訓告
邇學生の
表札 第三部課
程表
龍南の歴史に於て、特筆すべき事の一つは、明治一一一十三年九月以降賞施せられた入畢式の宣誓と、禁酒勵行と
であるが、通畢生取締規程第四催を以て、－１通畢生ハ其宿所ノ門戸一一本學所定ノ表札ヲ褐クヘシＬとして、縦五寸
横一寸一一分本校徽章入りの表札を掲げしめることとしたのも、その深意を察すべく、而してこの誓期的な禁酒令
は、櫻井校長の熟慮断行であったとは云へ、然るべき理由がなければならぬ。同年九月十二日の入學式に爲され
た櫻井校長の訓話を以て、その問の消息を知ることが出来る。乃ち同年同月發行の龍南會雑誌第八十一號に就い
て、その一部を摘録して見れば、
入學式に於ける櫻井校長の訓告
節
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
二
○
九
實験ヲ課ス
理科第三年二於テ數學へ星學、物理學科志望者一一ハ化學三時（實験）圖聲、動物及植物ヲ舷ク、化學志望者一一ハ
圖豊、測量、動物及植物ヲ鋏ク、動物及植物學科、地質及鑛物學科志望者一一ハ數學、測量ヲ欲キ及化學一時
（實験）ヲ峡ク、農學科、農藝化學科志望者一一ハ數學ヲ欲キ、猷馨學科志望者一一ハ數學輯測量ヲ妖ク
工科第三學二於テハ電氣工學、採鑛冶金學、應用化學、造兵學科志望者一一ハ圖書一一時ヲ銃キ其時間二於テ化學
倫
理
國
語
及
漠
文
洞
率叩
英語若クハ佛語
羅
旬
語
数
學
魁測園地動化物敷洞
質物
及Ｌ及
鏑植
操量謹物物學理學語
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表
第
三
節
宣
誓
式
施
行
前
後
の
龍
南
第
一
年
一
策
二
年
一
第
一
一
一
年
一一
二五五
五五
一
○一一
物
理
化
學
動
物
及
植
物
魑
操
二三四四一一一
計
一
○
第
一
年
一
第
二
年
一
策
一
一
一
年
四四六
○ 貿講(三)四三四
一一一四
斑
三一一一
四三（三)(二）Ｉ（四）七四（六）四 ○八一一
九
賓講
(二)四
農、農化三一
獣二八林三四
賓講賓講
四四三四
一一一 一一一 八七 (四）六四（三）四(三）
Ｌロ
禁
酒
に
閥
す
る
通
告
一
、
門
戸
一
一
ア
ラ
ザ
ル
場
虚
ヨ
リ
校
内
一
一
出
入
セ
ザ
ル
事
並
に
學
年
の
姑
に
際
し
、
特
に
諸
子
の
心
得
べ
き
事
及
び
學
校
が
取
る
所
の
方
針
の
大
臘
を
訓
告
し
て
置
き
ま
す
。
而
し
て
學
校
は
、
着
々
之
が
實
行
を
期
待
す
る
考
で
あ
る
。
諸
子
も
亦
士
大
に
決
心
し
て
賞
ひ
仁
い
の
で
あ
る
。
（
句
読
は
筆
者
）
右
は
雑
誌
部
員
の
筆
記
に
係
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
の
雑
誌
に
訂
正
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
艘
に
於
て
間
達
は
な
い
と
恩
ふ
。
然
る
に
同
年
十
二
月
に
は
、
學
校
の
名
を
以
て
、
生
徒
の
禁
酒
に
開
し
父
兄
又
は
保
證
人
に
通
告
し
た
案
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
近
来
祗
會
ノ
風
紀
頽
弛
セ
ル
ト
同
時
一
一
畢
生
ノ
風
儀
亦
大
一
一
堕
落
セ
シ
コ
ト
ハ
有
識
者
ノ
痛
歎
ス
ル
所
ナ
レ
バ
當
局
者
一
一
於
テ
モ
百
方
考
慮
ヲ
霊
ク
シ
大
一
一
共
矯
正
ヲ
期
圖
ス
ル
所
ナ
リ
本
校
ハ
九
州
ノ
中
幅
一
一
在
リ
テ
由
來
質
撲
ト
剛
毅
ト
ヲ
以
テ
特
色
ト
爲
セ
リ
随
ツ
テ
都
門
ノ
風
潮
一
一
左
右
セ
ラ
ル
、
コ
ト
少
シ
ト
雌
モ
亦
豫
〆
其
流
弊
一
一
感
染
セ
ラ
レ
ザ
ル
ャ
ウ
注
意
ヲ
要
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
故
一
一
本
校
ハ
畢
生
ヲ
シ
テ
其
艦
面
ヲ
保
チ
共
品
格
ヲ
高
〆
其
目
的
ヲ
達
セ
シ
メ
ン
ガ
爲
〆
、
｜
ハ
又
ソ
ノ
流
弊
ノ
基
因
ス
ル
所
第
一
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一
一
一
一
序
に
畢
生
の
喫
煙
の
こ
と
に
就
て
も
一
言
し
ま
す
。
（
中
略
）
以
上
述
べ
た
る
こ
と
の
外
、
布
も
學
校
の
安
寧
及
び
秩
序
に
關
す
る
事
、
又
は
畢
生
の
品
位
及
び
風
紀
に
開
す
る
事
は
、
愼
重
に
注
意
し
て
貰
ひ
仁
い
。
特
に
左
の
諸
件
の
如
き
は
心
得
達
ひ
の
な
ろ
事
、
又
は
畢
生
の
品
位
刀
い
や
う
に
し
て
賞
ひ
士
い
。
「
途
上
一
一
於
テ
ハ
師
長
及
ピ
｜
、
校
外
一
一
於
テ
ハ
制
服
ヲ
着
一
、
略
帽
ノ
制
ヲ
乱
サ
▼
ル
事
も
知
れ
な
い
。
（
中
略
Ｈ
諸
子
は
、
此
際
、
法
然
飲
酒
を
止
む
る
が
よ
ろ
し
い
。
而
し
て
此
の
如
き
規
則
を
出
す
必
要
の
な
い
様
に
し
て
賞
ひ
に
い
・
そ
れ
で
學
校
内
で
は
、
時
と
塵
と
を
問
は
す
、
酒
は
嚴
禁
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
又
諸
子
か
各
種
の
親
睦
會
、
或
は
遙
別
倉
、
又
は
慰
勢
會
の
名
を
以
て
會
合
す
る
場
合
に
は
、
一
切
酒
は
肘
ひ
ね
事
に
し
た
い
。
（
中
略
）
途
上
一
一
於
テ
ハ
師
長
及
ピ
同
學
生
一
一
對
ス
ル
敬
禮
ヲ
粗
略
ニ
セ
ザ
ル
事
校
外
一
一
於
テ
ハ
制
服
ヲ
着
セ
ザ
ル
時
ハ
必
ズ
袴
ヲ
着
テ
制
帽
ヲ
被
ル
事
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前
略
）
近
年
畢
生
の
風
紀
が
非
常
に
應
頽
し
つ
夢
あ
る
こ
と
は
、
世
人
の
大
に
慨
獣
し
て
措
か
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
（
中
略
）
絃
に
飲
酒
の
こ
と
に
就
き
特
に
一
一
一
一
戸
し
て
置
き
た
い
。
こ
れ
は
新
入
の
生
徒
諸
子
は
勿
論
の
こ
と
、
在
来
の
生
徒
諸
子
も
、
能
く
蕊
き
且
つ
十
分
に
決
心
を
し
て
賃
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
校
は
自
今
畢
生
の
飲
酒
は
止
め
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
。
尤
も
規
則
を
以
て
之
を
禁
す
る
の
で
は
な
い
。
諸
王
の
決
心
を
促
し
、
諸
子
自
か
ら
酒
の
弊
害
を
悟
り
、
断
然
酒
を
飲
ま
ぬ
と
云
ふ
決
心
を
し
て
蘆
ひ
だ
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
畢
生
と
し
て
は
必
ず
し
も
酒
に
依
頼
せ
ざ
る
も
、
今
一
層
高
尚
無
邪
氣
に
し
て
、
有
益
無
害
な
る
散
鯵
慰
勢
の
方
法
は
い
く
ら
も
あ
る
一
と
お
も
ふ
。
（
中
略
）
畢
生
の
風
紀
素
風
は
大
部
分
酒
に
基
因
す
と
云
ふ
も
敢
て
過
一
一
一
一
口
で
は
な
い
と
恩
ふ
。
或
は
政
府
は
法
令
を
以
て
畢
生
の
飲
酒
を
禁
か
る
こ
と
力
な
い
と
も
限
ら
ぬ
。
又
學
校
も
規
則
で
禁
酒
を
命
か
る
場
合
が
あ
る
か
■
○
‐
６
１
１
Ｉ
－１
宣
誓
事
項
艸繍臓宛 亀
明治三十三年十一一月
第五高等中學校
かくて學校は、三十四年一一月、豫め中學校諒解を要めてゐる。
ｌ
ｊ
ｊ
～
…
・
當
校
ハ
今
後
入
學
式
一
一
於
テ
新
入
畢
生
ヲ
シ
テ
左
記
四
件
二
就
キ
宣
誓
４
．
、
宣
誓
考
刊
セシムル筈二付貴校卒業之上當校へ入學志望者ニハ念ノ爲〆
《枚蝋芥三示迩ブ罐守》師代
豫テ該旨趣心得置候様御懇諭ヲ煩度希望致候此段申進候也
ノ訓諭評服権副寿牽
明治一一一十四年一一月
第五高等學校
（筍鬚率虫，罐亨汚震ｈ伽キ
御
中
行
為
二
↑
几
童
子
■
宣
誓
事
項
〈股一一込學戸十也疋率
一校規丼一一一示達ヲ確守シ師長ノ訓諭ヲ服腐スル嘉
一在曝中へ夫…一Ｊ跳潤寺几孝
一荷モ畢生ノ鵠面ヲ活スカ如午行爲ヲナサ、ル事
生等菱ヨーァカノ候項７週
一
隈
二
退
學
ヲ
ナ
サ
、
ル
事
、昏沃レア違背這寸ゴョ
ー在學中ハ決シテ飲酒セサル事
呼ヲ壮石ァ依一プ蕊一一姓浩プ
備考
《耳記兎
禁酒ノ儀ハ當校一一於テ未夕規則ヲ以テ之ヲ命シ居ラサル
明壱一一十画ネル弓十一一日
モ従来畢生各自ノ決心ヲ促シ断然飲酒セシメサル方針ヲ
探しリ向今後益を此方針二依リテ督勵シ禁酒ノ實行ヲ期
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一一一一一
ヲ察シテ鋭意霊力畢生ヲシテ断然飲酒ヲ麿止セシメントス是レ本校ガ現時執リッ、アル所ノ方針ナリ鼻飲酒ノ衛
生上害アルト否トハ姑ク論ゼズ畢生トシテ杯鵤ノ間一一貴重ノ光陰ヲ費スハ百害アリテ一利ナシト断言スルモ不
當一一非ザルペシ其弊潤リ金銭ヲ徒費スルニ止マラズ知能ヲ暹鈍ナラシメ操行ヲ堕洛セシメ身篭ノ健全ヲ傷害ス
ルナドーを枚學一一暹アラズサレパ本校ノ加キハ未ダ規則ヲ以テ禁酒ヲ命ゼズト錐モ畢生自身一一禁酒ノ決心ヲ起
サシメントスルハ本校々長ガ本年入學式一一際シテ十分訓戒警醒セシ所ナリ爾來益コノ方針ヲ執リテ督勵シコノ
主旨一一由リテ戒餅シ以テ學生トシテノ態度ヲ保チ品格ヲ高〆目的ヲ達セシメントス蓋シ九初ノ功ヲ｜賛一一魔ギ
十年螢雲ノ苔ヲ一朝水泡一一歸スルハ｜菅一一其人ノ爲〆一一借ムペキノミナラズ亦父兄ノ爲國家ノ爲〆一一情ムペキナ
リ故一一本校ノ精赫ハ畢生ヲシテ修學ノ目的ヲ達セシメントスルノミナラズーハ父兄諸氏ガ子弟ヲシテ就學セシ
ムル目的ヲ達セシ〆併セテ國家ノ爲〆人材ヲ成サント欲スルナリ
現一一去月修學族行ノ際ノ加キハ職員生徒共一一斯方針一一由り断ジテ酒ヲ飲マザリシカパ其結果顔ル良好ナリシコ
ト從來修學旅行ノ比一一非ザルモノ、如シ爾來益此精榊ヲ貫徹シ誓ツテ肚會ノ弊風一一浸潤セラレザランコトヲ期
ス父兄諸氏能ク本校ノ意旨ノ左ル虚ヲ霞シテ此方針一一山リテ勵行アランコトヲ庶幾フ、今ャ冬期休業一一際シ歸
省中歳末年始等儀式的飲酒ノ機會多ケレパ務メテ子弟フシテ杯酒一一親マシメザルャウ注意アランコトヲ希望ス
特一一酒櫻一一登リテ飲酒スルガ如キ一一於テハ畢生トシテ最モ厭忌スベキモノナレバ十分監督ヲ要スペキハ論ヲ族
タザルナリ若シ規則ヲ識ケテ禁酒ヲ命ズルノ已ムヲ得ザル一一至ルガ如キハ本校ノ不幸ナルノミナラズ抑亦生徒
自身ノ不幸ナリ庶幾クハ父兄諸氏之ヲ諒セョ
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期
鬘！
Ｉ二一一一
龍南
會
雑
誌
の
記
事
鑓
艫
塗
藪
簿
署
名
０
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
二
一
四
．
セ
ン
ト
ス
恂
に
用
意
周
到
と
申
す
べ
く
、
同
年
九
月
十
二
日
の
入
學
式
に
は
、
新
入
生
徒
總
代
を
し
て
宣
誓
文
を
朗
読
せ
し
め
、
新
入
生
徒
に
は
、
各
自
宣
誓
簿
に
署
名
の
上
退
場
せ
し
め
や
十
一
一
一
日
よ
り
一
一
十
一
日
ま
で
、
學
校
長
の
引
見
ま
で
行
っ
て
ゐ
る
。
（
引
見
は
四
十
四
､ご冊
ムブ１
Ｊ［０
－J
2－
の
Ⅲ
ハ
ニ
廊
十
４
列
に
上
『
〃
ｈ
四
僻
心
つ
⑩
川
久
保
鵬
呵
畢
一
目
庄
津
状
上
製
郷
‐
‐
｜
別
紙
高
木
馨
へ
部
乙
浅
沼
喬
《
よ
校
内
ノ
枯
草
ヲ
焼
ク
事
ハ
勿
論
マ
ッ
チ
若
ク
ハ
煙
草
吹
殻
等
黙
火
ノ
儘
枯
労
へ
即
日
ユ
ロ
ハ
坪
草
ノ
上
二
投
棄
ス
ル
事
ハ
危
険
ノ
虞
ア
ル
一
一
付
心
得
運
ナ
キ
様
注
意
ス
ペ
式
昆
瀬
徴
：
シ
此
旨
訓
示
系
多
段
伺
輸
つ
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
一
一
月
十
五
日
又
、
同
年
十
二
月
十
九
日
の
掲
示
に
は
Ｄ
本
校
儀
式
ヲ
行
う
節
ハ
正
服
ヲ
着
用
シ
参
列
ス
ペ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
ガ
往
々
靴
ヲ
穿
タ
ザ
ル
者
ヲ
兄
一
堂
ヶ
不
都
合
一
一
付
爾
後
右
様
ノ
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
一
二
五
‐し.
ｐ●
但
校
内
枯
草
ノ
上
火
一
元
警
戒
一
一
開
シ
テ
ハ
別
紙
（
乙
）
ノ
通
り
｜
一
達
セ
ラ
レ
居
候
催
本
文
一
同
へ
注
意
ヲ
與
ヘ
ラ
レ
度
候
也
別
紙
ｆ
奮
丁
畷
嘉
一
ｒ
ｆ
ｍ
慧
獣
奴
騎
童
画
と
Ｉ
毒
ｆ
大
善
一
仇
藤
産
毛
郡
‐
露
一
教
室
及
廊
下
一
一
於
テ
喫
烟
ス
ペ
カ
ラ
ズ
｜
教
室
及
廊
下
一
一
於
テ
唾
壷
ノ
外
唾
ス
ベ
カ
ラ
ズ
｜
教
室
内
一
一
外
套
辨
當
新
聞
雑
誌
等
ヲ
《
携
帯
ス
ベ
カ
ラ
ズ
｜
一
定
ノ
場
所
ノ
外
下
駄
及
傘
ヲ
置
ク
ペ
カ
ー
フ
ズ
但
常
分
ノ
内
事
務
室
昇
降
ロ
ハ
此
限
一
一
非
ズ
右
通
達
ス
冊
二
年
九
月
八
日
校
名
甲
年
ま
で
責
行
し
た
こ
と
が
、
朕
務
課
日
誌
に
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
）
又
、
同
年
二
月
七
日
付
杉
山
幹
事
心
得
の
名
を
以
て
ｂ
次
の
如
き
通
知
が
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
教
室
及
廊
下
一
一
於
テ
生
徒
喫
煙
不
相
成
義
ハ
別
紙
（
甲
）
達
ノ
通
一
一
有
之
候
虚
近
来
往
々
喫
烟
教
シ
候
者
ア
リ
右
〈
該
達
一
一
違
反
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
火
ノ
元
其
危
険
ト
認
〆
候
條
右
等
ノ
所
爲
無
之
様
此
際
御
監
督
一
一
鴎
ス
ル
各
組
生
徒
へ
御
懇
論
相
成
度
又
近
来
教
場
一
一
テ
教
員
一
一
断
ナ
ク
襟
巻
ヲ
付
着
ス
ル
者
ヲ
見
受
候
右
ハ
當
該
監
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（降って四十五年一一月八日にも、「一一一大節拝賀式及儀式一一ハ黒色ノ靴ヲ着用スベシ、跣足、足袋、草履等一一テハ
式場一一入ルヲ許サズ」と掲示し、同様の注意は、大正十四五年頃から見えてゐない。）
而して施行後の記事には次の如きものがある。
（前略）通町邊帽を被らす、袴を着せかして、夕暮軒下を通ひ行ものは如何なる生徒か、紺屋町上、猟帽「ス
テッキ」を携へ黄八丈の下着に、黒紋附の羽織を着し、一一一々五を揚々として南下するものは何虚産の如何な
る倶樂部を有するものに多きか◎（七七號、一一一一一一、一一、一一八、第七十七號、雑報風雲録）
（前略）今や吾人寮内諸賢の歌譲を聞くに及んで、亦等しく吾校に不健全なる室氣の輸入せられたる無言かを
恐る、なり。（一一一三、五、五、第七十八號、雑報自炊記念日）
余輩敢て憾慨を實るを以て日課となさず、又大言するを以て常事となさずと雄も、龍南の意氣蛸沈せる甚し
きを見ては憾慨せざらんと欲するも得ざるなり。（一一一一一一、一一、三○、雑報明治一一一十三年を途る）
（前略）東宮奉迎の硯は濟存賢生徒の冷笑となり、天長節の式場では、學校長よりの、巌訓となるに至ったの
も同一の現象ではあるまいか。（附録剣光餘影）
而して翌三十四年度よりは、中學卒業後流三年を経過せし者には入學を許さないことになったのも、叉、文科に
於て地理竝に動物及植物を省いて法學通論を加へ、各部を通じて外國語の時數を増したのも、文部當局に於て、
深く時勢を考慮した結果であると老へられる。次に、今一つ雑誌中の記事を引けば、
現今の此の黄金崇拝熱は至る虚に昂進し、勢の趣く所、紳聖純潔なる畢生をも躯りて共渦中に陪溺せしめたり
（三四、一一、一一四、第八十八號菊池文相の臨校）
以上は、施行後一年間のことであり、その後に於けるものも色をある。
（前略）諸君は嘗て、龍南の地由来剛毅淳朴質素謙譲以て天下に誇穂するに足る美風ありと聞きしなるべし、
然るに今や諸君の眼眸に映じ来る所は如何。
不知噌謄たる怪風陰雲の我天地を包園するなきか。紅燈萬黙聲の如く内林酒池絃歌湧くの席、狐狸の紛装を見
て怯惚自家を顧みざる遊治郎はなきか。（中略）銀縁眼鏡に華麗の服を着、銀鎖をぶら下げて好みもせぬシガ
ーを薫らし、宛然紳士否當世才士を氣取る痴漢はなきか。（中略）白書机に倍ｂ淫隈なる俗謡を味り、以て粋
士を氣取る戯け者はなきか。（中略）禮儀鮮讓の何物たるかを解せか、脱帽敬禮すろを卑屈の所業となし。傲
夕
然として不遜を冒す御氣持家はなきか。（中略）故意に酒杯を手にして雨肩を怒らし、覇氣復すくし校風保つ
べしと誤解せる曙愚者はなきか。（中略）然るに奇怪なる哉、堂をたる我校畢生にして、動もすれば聞くに腱
へす、見るに忍びざる醜行を敢てすろものあり。諸君は濁り自ら高うするのみを以て本務経れりとなすか。然
らかんば何ぞ猛然起て鐘を打ち鼓を鳴らし、彼等の非行を責め彼徒の掃討に務めざろか。
奮起せよ諸君、我龍南會や演説部や雑誌部は、實に此弊風を矯正し、醜類を制裁すべき好機關に非すや。諸君
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かかる間に、學校令は、明治一一一十三年八月四日を以て改正せられ、高等學校の學科課程にも、相當の改正が行
はれて、上田（萬年）専門學務局長より、三十四年五月一一十八日付專甲五六九號を以て、高等學校入學志願者中
の中學卒業者に對しては、従来の如く卒業後経過の年数に制限を置かさざる旨の通牒があった。
大學豫科第一部（法）（文）科課程表
すべきでないのは申すまでもない。加ふるに日露の風雲急を告げ、途に砲陣の間に相見ゆろに至り、期せずして
學國一致の賞は場り、我が龍南の天地にも、頼もしき青年の意氣が膨群するに至った。この事に就いて學制五十
年史第六章第一節には、「明治三十七八年戦後の思想界」と題して、
日清戦役によって著しく喚起せられた國民の自彊は、一鱒して個人の自覺となり、各人をして信仰問題、人生
問題に考を向けしめたと共に肚會問題に一層深く留意せしめるに至った。また富時に於ける産業の發逵も自然
に肚會問題を惹起す氣運を生じ、随って之に開する著書も績々現れた。而して他の一方には日清戦役に大勝を
得た内面的原因が、日本固有の武士道的精榊に存することを認めた結果、武士道の鼓吹も隆盛を極めた。然る
に明治三十六年の頃より、日露の風雲が漸く急を告げるに及んで、國民一般に愛國熱が高潮し、一部肚會主義
者の唱へる非戦論の如きは。忽ち大勢に塵倒せられてしまった。
と記されてゐる。
此の如く親来れば、宣誓を施行し、禁酒を勵行しても、積年の弊風を一朝一夕にして掃蕩し得なかったとは云
へ、中には侃為詩んの硬骨男兒があったことは、必ずしも暴校軟風に感染せるにも非す、之を悲憤し、糠慨し、
懐古して龍南校風の挽回に、孜“として是れ力めたことを物語るものであらう。戦捷の歓喜と、物質の讃美と
より来る肚會風潮の惰性を阻止し是正することは、難中の難事ではあるが、之を拱手傍観することは、断じて許
近来龍南の學風を論ずろもの多く、従ってまた寮生一般の氣風を議するもの多し。筍くも今日の如き道義的頽
魔を看破したる憂慮の士が斯く論じ、斯く議するは、これ吾等寮生の大に幸幅とする所なり。（一一一六、五、一一
五、第九十九號雑報）
事實をして事實を語らしめよ。大龍に於て本同の修學旅行は、不規律、不整頓、不統一なりき・（中略）吾
人は、徒らに暴言するものに非す。今はたず飛ばんとする筆を抑へて軍に事實を述べ、以て統監部諸先生の
顧慮を煩はし、生徒藷君の注意を促さんのみ。（一一一五、二、一一○、第九十五號雑報）
我が校風を論す（論説）
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は此好機關を有しながら、何ぞ大に侃々の辮を振ひて、國家無用の長物塵芥も菅ならざるものを駆逐せ’ざる
か、何ぞ蓮に誇左の文を草して龍南の天地を一新し、眞に涼風楓力新緑滴る許りの樂境となさ鼓ろか。（一一一
五、七、一、第九十一一一號、雑報弊風を矯正せよ）
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科竝二農科ノ各學科志望者一ス必ス凋語ヲ課ス
エ科一一於テ土木工學科、機械工學科、造船學科、建築學科志望者一一ハ化學實験ヲ欲ク、土木工學科、機械工學
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右に就いて多少の説明を加ふれば、第一部に於ては、第三年の専門的類別を除き、倫理は第三年のみに之を課
し、地理・數學・物理・化學・動物及植物・地質及鑛物。經濟通論を腰して、論理及び心理を加へ、法科大學志
望者には經濟通論を欲き、哲學科志望者には論理・心理を妖含、その代りに數學と物理とを課し、法科大學志望
者には、随意科として羅甸語を課することを得しめ、第一一部に於ては、大差なきも志望學科に依りては、學課に
多少の相違があり、倫理は、第一・第一一一部と同じく、第三年にのみ之を課し、漢文は、第一一・第一一一部より之を除
き、第三部に於ては、學科に異同はない。総じて之を一一一一百へば、外國語の尊重は著しいことで、即ち、従前之を第
一・第一一に分ち、第一一外國語は随意科としてゐたのを、英猫佛語中、必ず二箇國語を選ばしめると共に、その時
間数を増したのである。而してこの改正學科課程は、その後大正七年に至るまで、大なる愛更もなかったのであ
ｚ巳。 農學科．農藝化學科、林學科志望者一云第三年二於テ測量三時ヲ課ス
獣瞥學科志望者一一ハ随意科トシテ第三年一一於テ羅甸語一一時ヲ課ス
數學科、物理學科、星學科志望者一一ハ第三年二於テ化學實騒、測量三時ヲ課ス
農科二於テ各學科志望者ニハ第三年一一於テ圏誓ヲ鉄キ動物及植物四時ヲ課ス
農學科、農藝化學科、獣瞥學科志望者一一ハ第三年二於テ數學ヲ峡ク林學科、志望者ニハ第三年二於テ英語ヲ鉄
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ク而して一一一十一一一年には、評議員假規程竝に教授會規程を設け、一一一十六年度からは、所謂赤丸の發表を爲した。
今日第一學期評黙六十未満ノモノニ限り朱印ヲ以テ發表候二就テハ御受持科目ノ評黙特二劣等ノ生徒印チ五十
黙未満ノ者二對シテハ便宜十分一一御訓告相成候様致度尚ホヘフ後評黙又ハ成績發表ノ際モ右同様ト御了知相成度
過般ノ教員會議ノ精榊一一基キ此段得皇皇息候也。
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